
平成２９年度 久留米市国民保護協議会 

≪議事録≫ 

・会議日時：平成２９年８月１８日(金)  １０：００～１１：００ 

 

・会場：久留米シティプラザ ５階 大会議室 

 

・出席者：別添出席者名簿のとおり 

 

・会議資料：別添資料のとおり 

 

・議事録 

１ 開会 

   事務局（渋田次長）より開会を行った。 

 

２ 会長挨拶 

  会長（久留米市長）より挨拶を行った。 

 

３ 議題 

   久留米市国民保護協議会条例第４条第１項に基づき、会長である久留米市長が

議長に選任された。 

 

  (1) 久留米市国民保護計画の見直し 

【審議事項】久留米市国民保護計画の見直しについて 

《防災対策課大野課長より別紙１、２に基づき説明を行った。》 

   ・意見等なし。 

・事務局案のとおり承認された。 

 

  (2) 弾道ミサイルを想定した訓練の実施 

   【報告事項】北朝鮮の情勢と弾道ミサイル落下時の行動等について 

   《防災対策課大野課長より別紙３、４に基づき説明を行った。》 

   ・防災対策課大野課長より、本日午後に県で開催される弾道ミサイル発

射に関する説明会の予定内容が報告された。 

   ・陸上自衛隊多久島連絡幹部より、武力攻撃事態が認定されミサイルが

落達した場合の自衛隊の対応について説明された。 

   ・質問等なし。 

 

 

 



   【審議事項】弾道ミサイルを想定した訓練（案）概要について 

   《防災対策課大野課長より別紙５に基づき説明を行った。》 

   （佐藤委員） 

    ミサイルがどのような状態で落下するか教えてもらいたい。 

   （多久島代理） 

    燃料に有害物質が含まれるが、飛翔の時点でほぼ燃え尽きる。飛翔に

失敗し、燃料が残った場合は、燃料タンクは海上に落下する可能性が高

い。弾頭の核又は化学物質が国土に着弾する場合は、武力攻撃事態に認

定される。 

   ・事務局案のとおり承認された。 

 

  (3) その他 

   （防災対策課大野課長） 

    本日の議事については、委員の皆様の組織、団体で周知をお願いした

い。また、弾道ミサイルを想定した訓練について、別途調整をお願いし

たい。 

 

 ４ 閉会 

   事務局より閉会を行った。 

 

 


